
ベ ト ナ ム の 都 市 住 宅    
“ 重 ね 屋 ” へ の 試 行

序　問題提起　ベトナム伝統空間 消滅の危機

ベ ト ナ ム 伝 統 空 間 の 復 興 の た め の 研 究 で あ る 。終 戦 か ら  � � 年 が 経 ち 、ベ ト ナ

ム の 都 市 部 は 深 刻 な 住 宅 問 題 や 環 境 問 題 に 直 面 し て い る 。フ ラ ン ス か ら 持 ち

込 ま れ た 壁 式 の 伝 統 も 精 神 も 風 も な い た だ 生 き る た め の 箱 に 代 わ る 伝 統 空 間

を も つ 竹 造 町 屋 を 提 案 し 、文 化 、社 会 と 環 境 、３ つ の 問 題 に 対 し て 一 つ の 解 法

を 提 示 し た い 。

指導教授　    赤坂 喜顕
����A���　  範田 明治

���� 年度 修士計画

� 章　背景

　　�-�. 文化 / ベトナムの歴史について　中華支配、フランス植民地とベトナム戦争

　　�-�. 社会 / 南部の大都市サイゴンの住宅問題について　家族の解体

　　�-�. 環境 / ベトナムの木材の状況について　光と風がなく灼熱な空間

　　小結　ベトナム人は伝統的な架構空間を欲しているが木材がない為それ

　　　　　　を作ることができない。架構の消失が � つの問題を生んでいる。

� 章　ベトナム伝統木造建築に関する研究

　　�-�. 伝統の平面について

　　　　　�-�-a. 庭園住宅の構成について

　　　　　�-�-b. 庭園型・町家住宅について

　　　　　�-�-c. 長屋について

　　　　　�-�-d.��� 例の実測寸法まとめ

　　小結　 庭園型町屋住宅に重ね合わせの空間の萌芽が見られる。                  

　　�-�. 伝統の結構について

　　　　　�-�-a. ベトナムの架構の変遷　水平梁から重ね梁へ

　　　　　�-�-b. 重ね梁について　KÈO

　　　　　�-�-c. 仕口の形状と使用箇所

　　　　　�-�-d. 重ね梁の重ねる意匠・工法

　　小結　ベトナム独自の伝統木造建築の骨子は重ね梁である。

　　　　　重ね梁は執念の重ねる意匠・工法で出来ている。

� 章　伝統木造建築を
　　      『重ね屋』に展開する試み

　　�-�. 敷地選定　サイゴンの壁式町屋が立ち並ぶ一角に

　　�-�. “重ね屋”への試行

�-�. 研究目的・研究概要

　本研究の目的は現代のベトナムに、伝統住居の風土との関わり方が必要であることを示し、歴史の浅い南ベ

トナムの都市サイゴンにおいて重ね梁架構をもつ住宅が、文化的、社会的、環境的にも住宅という小さな範囲

を超えて、現状の社会を大いに改善することができる可能性を提示する事である。

　ベトナムにおける住宅を可能な限り古くまで遡り分析をする。平面においては、庭園型町家住宅に重ね合わ

せの空間の萌芽を見る。断面においては、伝統的な架構に中華文化からの脱却の試みが確認し、ベトナム独自

の重ね梁があり、そこに現代の建築へと昇華することのできるきっかけ、重ね合わせの意匠の文化を見る。

　上記の調査と分析を踏まえて、サイゴンで伝統を現代に昇華させた” 重ね屋” という様式を設計し、ベトナ

ムに伝統の可能性と重要性を問う。

−伝統木造建築の重ね梁からの展開−
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�-�. 社会 / 南部の大都市サイゴンの住宅問題について　祖先壇の減少と家族の問題

現代のベトナムでは壁式の工法で建物を建てている。部屋と廊下で構成され、敷地いっぱいに

建て込んでおり、風と光がなく暑くて暗くベトナムの風土に合っていない。また、壁で空間を

作っている為、祖先壇の置き場所がなくなっており、祖先を祀る荘厳な空間がないのも大きな

問題だ。個人主義が進み家族が解体され始めている。これらに歯止めをかけないといけない。

ベトナムの典型的住宅　断面図

ベトナムの典型的住宅　平面図

サイゴンの都市俯瞰 チューブハウス正面祖先の威厳を表現するような架構がある。 現代のベトナムにある祖先壇の典型的な例

計画フロー

提案による解決現状の課題
・文化 / 伝統の忘却

フランス植民地から �� 年間の戦争
を経て伝統が忘れられてしまった

・文化 / 現代に伝統を取り入れる
現代に伝統を取り入れることで再生させる。

・社会 / 祖先壇の消失
架構がなく祖先壇の威厳が保てず、

伝統的な家族から個人主義へ

・社会 / 祖先の威厳を保つ
祖先壇を荘厳な架構のある空間が祖先の威厳を示し、
伝統的な家族関係を促す。

・環境 /RC ジャングルの劣悪な住宅環境
暗く、風がない。過密で灼熱。

・環境 / 光と風を生む切妻の大屋根
風が通る気圧差を作り、大屋根に囲われた
重ね合わせの空間に光が溜まり風が通り抜ける。

南越国 中華支配

中華文化 ベトナム独自の文化 西洋文化 更地になる
これまでの蓄積が

全て失われた

３つの課題
文化 / 社会 / 環境

独立 フランス支配 ベトナム戦争 現代復興期

ベトナム独自の文化を現代
に連続させることで � つの
課題を解決する

BC���-AD���
古代ベトナム文化

BC����-BC��� ����-���� ����-�������-����

�-�. 環境 / ベトナムの木材の状況について　壁式の町家による暑く、光のない劣悪な環境の要因

都市部を敷き詰めている住宅の源流は華人の作った里弄住宅とフランスの影響を受けてできたコロニアル様式

である。共に壁式の廊下と部屋でできた内部空間しかない住宅である。伝統的な空間や祖先壇はない。壁で閉

じきっているため、エアコンの消費が激しい。ベトナムは環境問題と伝統的な空間の喪失という２つの問題を

抱えている。道路は狭く、壁式の建物では建てるときも壊すときも大変苦労する。架構がないゆえのこの問題

の要因はただ一つ、木材不足である。

かつて国土のほとんどが豊かな森林に覆われていたが、ベトナム戦争終結後の ���� 年には戦火と枯葉剤により

��％、そして ���� 年には先進諸国に木材を安く売り払い ��% にまで減少した。戦争が終わって落ち着いてき

た中で伝統的な空間が作り出せない背景には木材の不足がある。

枯葉剤の散布

枯れ果てた森林

�-�. 伝統の平面について　分析
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北部の例で残っている中でかなり古くから建てられているものである。ベトナム伝統住宅の基本形
態をとっており、中央に祖先を祀る祖先壇がある。両脇に祖先壇を見て左が男の空間、右が女の空
間である。囲われた堀の中に前庭があり、アプローチは正面には設けず、横から入る。
空間構成は、庭の外部、吹き放しの柱廊の内外部、客間などのの内部、祖先壇の深部になっている。

中南部の基本形態に付属屋を壁式で増築した例である。入り口
に建物が面しており、母屋の前に外部空間の前屋がある。
空間構成は、庭の外部、前屋の内外部、客間などの内部、祖先
壇の深部である。

北部の例で、基本形態の寄せ型である。不整形の敷地で、矩形の計画を収めるよ
うな計画になっている。祖先壇横には家の長である父と、母の寝台が並べられて
おり、祖父母がいれば彼らの寝台となる。
空間構成は、庭の外部、柱廊の内外部、客間などの内部、祖先壇の深部である。

洋風の 里弄長屋である。全て内
部空間になっておりで現代の都
市を埋め尽くしているショップ
ハウスの原型である。
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祖先壇が、二階にもあり、橋屋にもある例である。引き
込み通路はないが、橋屋の前面は外部を取り入れている。
庭園住宅のトンズンタイン通りの家を �� 度回転させて敷
地に当てはめた構成になっている。

橋屋に祖先壇のある例である。橋屋は主屋を �� 度回転さ
せて、前面に小さな池をはり、引き込み通路を前庭に見
立てている。空間構成は、ポルティコの内外部、商業空
間の内部、客間の内部、祖先壇の深部となっている。

主屋を二階にした内部空間の配置が互い違いの形式 だ。
庭園型町家住宅の典型例で、接道した前屋、主屋を �� 度
回転させた前庭のある橋屋、後屋となっている。祖先壇
は二階にあり、全ての空間に内外のグラデーションはあ
るが、空間の深度は鉛直方向に変換されている。

二階はなく前面道路が接近してきたので、祖先壇が屏風
で隠されている例だ。空間構成は、道路の外部、柱廊の
内外部、居間の内部、祖先壇の深部、吹き放ちの内外部、
居間の内部である。
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�-�-a. 庭園住宅の構成について �-�-b. 庭園型・町家住宅について �-�-c. 長屋について
右図のように、屋敷は母屋と厨房と水回りで分かれている。母屋の中央は祖先壇、
左は男性の空間、右は女性の空間とそれに付随して水回りがある。これらは、ベト
ナムの古典的住宅に目される形式である。フランスが入植する前の、近代化以前の
ものであり、人口も多くはないゆえに土地にゆとりがあることが伺える。南北で構
成の大きな違いは、南面することの重要度の違いである。北部はベトナムの歴史的
な地域であるゆえか、南面の原則を遵守しているが、中南部はベトナムの新興地域
のためその原則が薄れている。
基本構成は主屋と付属屋、風呂トイレの小屋、家畜小屋である。敷地に塀を回して、
門を作り、母屋の前に前庭を作る。母屋に祖先壇があることが原則で、前庭、柱廊、
客間、祖先壇と、庭から祖先壇に到るまで外部から内部、深部までのグラデーショ
ンが明確である。特に、祖先壇周りでは登り梁の彫刻が荘厳に施されており、この
住宅形式は祖先崇拝と客を重んじるベトナムの文化から生まれてきたものである。

屋敷から町屋への発展はフエにある。先行研究によれば、
敷地には余裕があり、次第に手狭になってきている影響
で庭園住宅の配置が変わったものである。具体的には、
主屋的性格の建物が前屋に変わり、前庭をもち主屋を小
さくして �� 度回転させたものが橋屋に変わり、後方に
あった水まわりや付属屋は後屋に変わっており、狭小で
はないながらも、古典的な住宅形式を当時の人口増加に
よる土地の縮小という当時の状下で巧みに歴史を変容さ
せた形式である。主にこれは当時の首都であったフエで
発展した形式である。
庭園型を細長い敷地で成立させようとした試みであり、
現代の町家から古典的な庭園住宅との間に歴史の連綿と
した流れを作るのに重要な形式である。

発展が途絶えてしまった庭園型町
家住宅と並行して、ハノイでは細
長い敷地に建物が並列する長屋が
登場した。間に中庭を挟んで並ん
でいく様式で、� 世帯１戸という
例もある。
サイゴンではフランスから輸入し
たコンクリートを使った洋風町家
が現れた。この形式と華人が持ち
込んだ里弄住宅が現代のベトナム
の都市に立ち並ぶ壁式のショップ
ハウスの原型である。全て内部で、
暗く、風が通らないので暑い。
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小結  庭園型町家に見られる重ね合わせの空間の萌芽
全伝統住宅の形式を分析した結果、左図の庭
園型町家住宅の形式がもっとも現代の状況に
対して有効であると判断した。前屋、橋屋、
後屋で構成し、その間に重ね合わせの空間を
もうけながら建築を敷地の長手方向に連立さ
せるものである。
重ね合わせの空間とは、晴れている間は内部
のように使われ、豪雨のスコールの際に外部
になる空間と定義する。
ベトナムの住宅様式は庭園型町家住宅で発展
が断絶されている。この重ね合わせの空間を
現代に取り入れ、 歴史と現代にささやかな連綿
とする流れを形成したい。庭園型町家住宅 祖先壇と内部外部分析
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名前
場所
年代

ダイ フォッ村  農家の家 
北部 /Bắc Ninh

 1675~99

寄せ型 中央独立 ・付属増築型 寄せ型 町家型

トンズンタイン通りの家
 中部 /Huế
 1880 以前

フーソン村の民家
 北部 /  Hà Tây

 1931

サイゴンの洋風里弄住宅
南部 / Hồ Chí Minh

1940

角地・町家型町家型町家型 町家型

 フエの表家二階建の家
中部 / Huế
 1945 以前

フエの壁式 + 小屋組の家
中部 /Huế
 1942 以前

フエの商家の家
中部 /Huế

1908

家族祠堂のある家
中部 /Huế

 1924

商業

寝室

寝室

寝室

台所

居間

内

内

内

重

重

外

町家型

ハノイの長屋
北部 /  Hà nội
1800~1870

柱と重ね梁の輪薙込

重ね梁架構の全体

* 中川武研究室卒で現在、ものづくり大学で准教授をなされている林英昭先生が博
士論文の際に実際にフエの職人に作らせた � /�� の模型である。
私の調査は、中川武研究室の ���� 年からのベトナム木造建築調査の蓄積なしでは
有り得なかった。
この場を借りて感謝申し上げたい。

　登り梁は柱付近で水平に近くなるように曲がってお

り、中腹あたりでは大地の方から天をえぐるように造

形されている。この形と重ね梁が生まれた理由は解明

されていないが、私が創意的に解釈したい。この形は

正円が天地から密接にえぐり合わせた形になっており

、硬い南洋材などを削り出して造形している。この架

構には正円が重なりあっていることを発見した。ベト

ナムの建築文化は重ねるということが執拗に行われて

いる。以上のことにより、水平の重ね梁で構築してい

たベトナムの古典的な様式から、地震がなく独自の様

式を高さを求めた結果、垂木の材が斜めと水平を併せ

持つ梁の形を正円で複層的にえぐるような造形へと発

展したのだ。

�-�-b. 重ね梁について　KÈO

�-�. 伝統の断面について　分析

�-�-d. 重ね梁の重ねる意匠・工法�-�-a. ベトナムの架構の変遷　重ね合わせの展開

　古来のベトナムの架構形式は下図の北部タイビン神光寺

のように水平梁の形式であり中国の影響が強い。広大な平

野をもつ中国の風土の中でつくられたものであるからとて

もスケールが大きいが、それを山と海に挟まれたベトナム

の風土的スケールの中で縮小したものであるゆえに低い。

　下図の中南部架構形式 � は、�� 世紀後半以後にベトナム

の中南部で発展した架構様式である。水平梁を１本だけ残

し重ね梁だけで構成している。この時期はグエン朝が北の

西山朝朝を倒してフエに統一王朝の都を築いた頃であり、

北部の文化と区別をつけるために独自の文化を発展させた

。ベトナムに地震はないので不要な水平材を抜いて龍のよ

うに登る梁で高く伸びやかな空間になっている。

　重ね梁とは、輪薙込の仕口で柱に重ねながら緊結する斜めの梁である。円形の柱に長方形の仕口を作り、上から小槌で叩いてはめていく。地面に

寝かせて中央から組んでいき、右図のように１フレームが組めたら起こして桁材で固めるというような製作手順である。この輪薙込によって梁を重

ねて柱に剛接合させることで登り梁間にトラスを作っている。龍のように登る梁が空間に伸びやかな上昇感を与え、荘厳な空間になっている。

北部の架構形式 � 中南部の架構形式  � Nhà Rường 天井つき
北部タイビン神光寺の妻側断面
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　敷地はベトナム南部の大都市サイゴンである。こ

の計画では、混合を避けるために人名のホーチミン

ではなく、サイゴンと呼ぶことにする。サイゴンの

もともと行政機関などがあったグリットの敷かれた

� 区の角を計画地とする。下図の５枚の地図に示し

た通りである。ここのグリットは、���� 年に北部の

西山党に追われてフエから南下した阮福暎がフラン

スの支援を受けて建設したザーディン京の方格状プ

ランが元になっている。

この一角には他のように大型の建物が隙間を作りな

がら使われているのではなく、�~� 層の長屋が引き

締めあっている。まさにフランス純正の壁式住居が

整然と並んでいるこの一角の中央にこれらを正面か

ら批判していく重ね屋を提案する。

目がくらむような熱射を遮るために二重に家根を架

け、断熱層でもあり通風もできるようになっている

。私はこの考え方と重ね合わせの空間を同時に達成

する “ 重ね屋” という様式を導き出した。

　先の章で現代の住宅には庭園型町家住宅がもっと

も有効であると示した。しかし、過去の事例を分析

した目的は、その場所の風土に対しての先人たちの

優秀な回答を参考にしようというものであって、過

去の様式やモチーフないしはプランをそのまま真似

ようというものではない。その中で、私はベトナム

という早朝は清潔で涼しく昼は厳しい暑さでスコー

ルがありそのあとの涼しい夕凪があるような、一時

的な厳しさは耐え忍び自然の施しを享受するような

風土との関係の持ち方を発見し、そのような空間を

重ね合わせの空間と定義した。端的に言えば、普段

は内部空間普段はのようなものだが、雨の際には外

部になって雨水が入ってくるような空間である。

�-�. “重ね屋”への試行

�-�. 敷地選定　サイゴンの町屋に

敷地を鳥瞰から見る

Quảng Ngãi の住居の断面　内は土壁で屋根を外は茅葺である
重ね屋の萌芽が見られる

敷地を正面から見る

輪薙込の詳細　執念の光つけ
重ね合わせの概念が見られる

重ね梁の骨子は梁を重ねていくことである

現在のサイゴンにかつての
ザーディン京を重ねる

ザーディン京  ���� 敷地はザーディン京の
外れである

フランスが整備した
方格状グリットの隅が敷地

フランス純正の壁式町家
の中央を陣取る

敷地のアクソメ写真

 “ 重ね屋” axonometric  S:�/��

N NNNN

従来の庭園型町家住宅 そこに大きな屋根を重ねる

重ね屋ダイアグラム
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